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型式　HAM-50K、HAM-100K、HAM-100KR、HAM-200K、HAM-200KR

No.45c

400℃までの予熱空気が使用できる直進炎バーナ

TECHNICAL REPORT

● このカタログの内容は2020年10月現在のものです。

● 内容の変更については予告無く行なう事がありますので、あらかじめご了承下さい。
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⑴ガス漏れや燃焼不良の原因となり危険ですので、バーナを分解／改造しないで下さい。
⑵バーナ銘板に表示されたガス燃料で使用して下さい。表示と異なるガス燃料で使用した場合、不燃焼、失火等の不具合が発生します。
⑶バーナ点火中には、点火トランスの高圧コードに触れないで下さい。高電圧があり、感電する恐れがあります。
⑷バーナ制御盤に水や液がかからないように設置して下さい。高電圧があり、感電する恐れがあり、バーナが故障するなどトラブルの原因となります。
⑸バーナの周辺温度が55℃以上にならないように設置して下さい。紫外線光電管等の電子部品の故障等の原因になります。
⑹バーナに重い荷重がかからないように機器廻り配管を支持して下さい。
⑺大きな振動を与えないで下さい。補機トラブルなどの原因となります。
⑻運転中および運転終了後しばらくはバーナの外殻が熱くなっています。やけどの危険がありますので触れないようお願いします。
⑼炉温が高いままブロア類を停止すると、熱による悪影響でバーナが故障するなどトラブルの原因となります。以下の条件を守って正しくお使い下さ
い。

　⒜バーナ消火後は確実にアフターパージを行って下さい。
　⒝メンテナンス・停電等、何らかの理由でブロアを止めた場合、復帰後は炉温が下がるまで確実にブロアを運転して下さい。
　⒞その他の場合でもバーナ保護のため、バーナ及び補機類の耐熱温度以下となるまではブロアを止めないで下さい。
⑽本バーナを使用される場合の燃焼設備の安全設計については、社団法人日本ガス協会から発行されています最新の「工業用ガス燃焼設備の安全技術
指標」に従っていただきますようお願いします。

⑾使用条件によっては、販売しかねる器種がありますので、販売者に確認いただきますようお願いします。
⑿バーナの試運転・保守等は、原則お客さまご自身で行っていただきますようお願いします。

使用上の注意点

バーナ取扱い上の注意点

HAMバーナ®の御使用にあたっては次の点に御留意下さい。
⑴多数のバーナを１個の制御弁でコントロールするときは、各バーナにニードル弁を取付け、圧力のバランスをはかって下さい。
⑵バーナの取付けは横向きあるいは上向きとして下さい。
⑶パイロットバーナまたはダイレクト点火方式のどちらでも使用できますが、ダイレクト点火方式の場合は、スパーク光を誤認検知
しないようにシーケンスを組んで下さい。
⑷バーナ取付寸法は、ハイテンプバーナ®と共通です。
⑸予熱空気が400℃を越える場合は、特別仕様となります。
⑹ガス量コントロールに均圧弁方式を採用する際に、電磁弁と均圧弁の取付位置関係に注意して下さい。

⑺バーナ試運転時に、ガス側、空気側、それぞれのヘッド圧を監視して行ないますが、バーナの使用時間が長くなる程、ノズルの熱
変形も考えられ、当初の量－圧力関係が成立しなくなります。経年時の燃焼調整も含めて考えた場合、ガス側、空気側配管へのオ
リフィスメーターの取付けをお奨めします。

図１の様に配管した場合、特に、ＨＡＭバーナ®がダイレクト
点火仕様の時、点火時に均圧弁下流側圧力が大気圧であるため、
均圧弁が全開状態となり、一時的に過剰のガスが炉内に放出し
ます。この状態はバーナとしては燃料過多であり、適正混合気
になっていないために初期点火が出来ず、炉内に多量の生ガス
が充満するおそれがあります。その後、１～２秒経過後、均圧
弁の二次側にガス圧が印加され、均圧弁が正常に稼動し始めた
時点でバーナは点火しますが、炉内に生ガスが充満した場合、
炉内ガスにも点火されることとなり、結果的には炉内爆発とな
り、最悪の場合、炉体破損、バーナ破損につながります。以上
のような爆発点火を防止する為には、電磁弁にスローオープン
タイプの使用（図２）又は、均圧弁を２個の電磁弁の中間に設置
（図３）又は、均圧弁の２次側に２個の電磁弁を設置（図４）する
よう配管設計して下さい。
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おもな用途
１）鍛造加熱
２）非鉄金属溶解
３）熱 処 理

良好燃焼範囲（常温空気、 13A）

 良好点火範囲（ダイレクト点火の場合）

ガス流量とヘッド圧の関係

空気流量とヘッド圧の関係（予熱空気）

空気流量とヘッド圧の関係（常温空気）


